
 

 

                                        

 

 

 ６月１７日（火）は、待ちに待った赤ちゃん先生との交流です。「どんな赤ちゃん先生かな？」「大きさは、ど

うかな。」「泣いたらどうしよう？」など、いろんなことを思いながら学習をしていました。いよいよご対面、歌を

大きな声で歌うのですが、緊張してなかなか大きな声も出ず、静かな出会いとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビや新聞の取材がありました。 

赤ちゃん先生とのようすは、二つのテレビ局が撮影をしたり、新聞
社が取材にきたりしました。家に帰って、テレビを見たり、ＤＶＤに
撮ったりして様子をみました。 
思った以上に、みんなニコニコして、赤ちゃん先生と触れ合ってい

ました。今度来る日が待ち遠しいです。 

 

平成 26年６月 17日 
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北九州市立大谷小学校 

校長 池町 真一 

子どもの名前と

お母さんの名前、

生まれるときのよ

うすや苦労など、

お母さんの思いを

子どもたちに紹介

してくれました。 

かわいい。赤ちゃ

んだね。 

赤ちゃん先生との交流は、緊張したね。 
生後３ヶ月から、9ヶ月の赤ちゃん先生 7人が大谷小学校にきてくれました。出会いは、緊張して赤ちゃん先生

との距離が縮まりませんでしたが、次第に赤ちゃん先生の笑顔や可愛い仕草に引き込まれていきました。 

赤ちゃん先生と

手や足を比べまし

た。ほんの８年と

いう間に、こんな

にも大きく成長し

ているんですね。 

その違いにびっ

くりしました。 

赤ちゃん先生は、さすがにプロだね。 
赤ちゃん先生は、最初から普段と同じように振舞うことができました。そして、こんなに多くの知らない人に囲

まれても泣くこともなく、時には笑顔を見せてくれました。その姿は、さすがにプロだなと思いました。 


